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『としなみ草』巻第十三を読む
～信州の西行伝承とのかかわりを中心として～


















































































































































































































































































































(1)『としなみ草』の引用は､弘川寺 ･土橋真書共編 『似雲法師 としなみ革』
(全国書房､昭和18)による｡洪字は通行の字体に改めたが､表記に誤りが
あると思われる箇所も存するが､対校する煩を避けて同書のままとした｡
(2)引用は､岩波文庫 『近世崎人伝』による｡
(3)『信濃』第29巻2号 (昭和52･2)
(4)信濃毎日新聞社､昭59｡『更科紀行』の引用は同書による｡
(5)角川日本地名大辞典 r20 長野県J(角川書店､1990)､｢塩名田｣の項､参照o
(6)『松本市史』第二巻･Ⅱ､三七四貢､表82｢城下町の水音年表｣によるC
(7)『長野県歴史人物大辞典』(郷土出版社､1989)
(8)『としなみ草』では､初二句 ｢白川や一つなかれの｣とある｡
(9)新編信濃史料叢書･第六巻 (信濃史料刊行会､昭和48年)による｡
(10)『普光寺道名所図会』では､口碑として ｢雪ならぬふしとやいはん信濃なる
妖捨近さ冠着か岳｣を掲げる｡
(ll)細野を通りかかった折りの詠として 『としなみ草』は､､
池田をすぎ高尚川のはしをわたり､細野むらにかかる
ふる雨に水はまさりて高瀬川心ほそののはしをふみみし
分ゆけは千種の花も乱れあひて道もほそのの秋の露けさ
色かへし木々の梢に哀しるこころはそのの里の秋かせ
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の三首を掲げる｡似雲歌を除いた二首の ｢心ほそのの｣という地名に絡めた
措辞は､
信濃なる有明山を西に見て心はそのの道をゆくなり
という西行伝承歌との関連において注意される｡
(12)広島大学 ｢日本研究｣特集号2､2003･40
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